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①
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
か
ら
脱

却
し
、
経
済
再
生
を
め
ざ
す
た
め

に
、
大
胆
な
金
融
緩
和
な
ど
を
進

め
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
し
て
の

㋐
所
見
は
。
㋑
区
民
生
活
へ
の
影

響
は
。
②
緊
急
特
別
支
援
資
金
融

資
あ
っ
旋
事
業
は
何
年
も
継
続
し
、

拡
大
し
て
き
た
が
㋐
こ
の
事
業
は
、

経
済
対
策
で
は
な
く
救
済
対
策
で

は
。
㋑
ど
れ
ぐ
ら
い
融
資
の
焦
げ

つ
き
が
あ
る
の
か
、
件
数
と
金
額

は
。
③
ま
ち
の
景
気
が
例
年
以
上

に
沈
ん
で
い
る
が
㋐
地
方
自
治
体

な
ら
で
は
の
景
気
対
策
は
。
㋑
区

内
に
元
気
が
出
る
よ
う
に
例
年
以

上
に
、
景
気
対
策
予
算
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

区
長　

❶
㋐
一
部
に
改
善
の
兆

し
が
見
ら
れ
る
が
、
本
格
的
な
回

復
軌
道
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
、
し

ば
ら
く
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
㋑
国
の
政
策
や
経
済
情

勢
に
左
右
さ
れ
る
面
な
ど
が
あ
り
、

動
向
を
十
分
に
見
極
め
て
い
く
。

❷
㋐
設
備
投
資
や
従
業
員
の
給
与

等
と
し
て
使
わ
れ
、
経
済
波
及
効

果
は
融
資
金
額
の
数
倍
と
な
り
、

経
済
政
策
と
し
て
十
分
効
果
が
出

て
い
る
。
㋑
信
用
保
証
協
会
の
代

位
弁
済
は
、
平
成
22
年
度
が
102
件
、

約
３
億
３
千
600
万
円
、
23
年
度
が

98
件
、
３
億
２
千
800
万
円
等
だ
。

❸
㋐
融
資
あ
っ
旋
の
充
実
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
助
成
な

ど
、
様
々
な
経
済
対
策
を
実
施
す

る
。
㋑
一
般
会
計
の
伸
び
率
が
0.4

％
に
対
し
、
緊
急
経
済
対
策
を
含

め
た
産
業
経
済
費
は
対
前
年
度
比

4.6
％
の
増
だ
。

小
中
一
貫
校
は
、
い
つ
国
か
ら
認

可
さ
れ
る
の
か
。

　

①
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
で

は
、
小
学
生
と
中
学
生
が
一
緒
に

学
ん
で
い
る
。
小
・
中
学
生
の
判

別
は
難
し
く
、
間
違
え
て
指
導
す

る
こ
と
も
あ
る
。
小
中
学
校
の
両

方
の
免
許
を
持
た
な
い
先
生
が
、

自
分
の
免
許
に
該
当
し
な
い
子
ど

も
の
生
活
指
導
を
し
た
場
合
は
、

教
育
職
員
免
許
法
の
違
反
行
為
に

な
る
の
で
は
。
②
文
科
省
の
中
央

教
育
審
議
会
に
お
い
て
、
小
中
一

貫
校
は
現
行
制
度
で
対
応
が
可
能

と
い
う
理
由
か
ら
、
新
た
な
学
校

の
種
類
と
し
て
創
設
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

所
見
は
。
③
施
設
一
体
型
小
中
一

貫
校
は
、
開
校
か
ら
７
年
経
つ
が
、

国
か
ら
認
可
さ
れ
ず
、
法
律
違
反

の
ま
ま
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

見
解
を
。
④
小
中
一
貫
校
は
い
つ

に
な
っ
た
ら
国
か
ら
正
式
に
認
可

さ
れ
る
の
か
。

　

教
育
次
長　

❶
免
許
法
に
よ
り

教
科
の
指
導
は
教
員
の
所
持
す
る

免
許
の
教
科
に
限
定
さ
れ
る
が
、

生
活
指
導
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

❷
報
告
書
に
は
、
今
後
よ
り
多
く

の
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
が
望
ま

れ
る
こ
と
や
、
一
貫
教
育
を
推
進

す
る
自
治
体
の
主
体
性
と
創
意
工

夫
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、

義
務
教
育
全
体
の
質
の
向
上
へ
の

期
待
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
❸
学

校
教
育
法
に
小
中
一
貫
校
の
規
定

は
な
い
が
、
本
区
の
小
中
一
貫
校

は
構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
基
づ

く
認
可
を
受
け
て
全
国
に
先
駆
け

て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
律

に
違
反
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
や
都
の
教

育
長
等
も
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
を
視
察
に
訪
れ
て
お
り
、
法
律

違
反
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

❹
義
務
教
育
学
校
の
法
整
備
は
、

国
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

始
ま
っ
た
増
税
と
物
価
高
。
議
員

も
区
も
経
費
の
削
減
を

　

①
平
成
24
年
６
月
か
ら
始
ま
っ

た
住
民
税
等
の
増
税
と
物
価
の
上

昇
が
、
区
民
生
活
に
大
き
な
負
担

を
も
た
ら
す
状
況
を
思
え
ば
、
予

算
の
見
直
し
は
十
分
と
は
い
え
な

い
が
㋐
議
員
や
行
政
委
員
の
一
般

常
識
と
か
け
離
れ
た
高
過
ぎ
る
経

費
や
役
職
報
酬
は
や
め
る
べ
き
だ

が
見
解
を
。
㋑
既
に
改
革
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
予

算
を
困
っ
て
い
る
区
民
の
支
援
の

た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
。

　

総
務
部
長　

❶
㋐
区
議
会
議
員

等
の
報
酬
は
、
そ
の
職
責
等
に
ふ

さ
わ
し
い
額
を
議
会
の
議
決
に
よ

り
条
例
で
定
め
て
い
る
。
区
議
会

に
か
か
る
経
費
等
は
、
区
議
会
の

自
律
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
区
議

会
で
検
討
す
る
べ
き
も
の
と
考
え

る
。
㋑
こ
れ
ま
で
も
不
断
の
見
直

し
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
行
い
、

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
行
政
評
価
の
活
用
な
ど
を

行
い
、
事
務
事
業
の
よ
り
一
層
の

見
直
し
、
改
善
に
努
め
る
。

　

①
防
災
計
画
に
女
性
等
の
視
点

を
。
②
避
難
所
の
感
染
症
対
策
は
。

③
避
難
所
等
の
通
信
設
備
の
現
況

等
は
。
④
災
害
協
定
の
㋐
見
直
し

等
は
。
㋑
平
時
の
取
り
組
み
は
。

㋒
姉
妹
都
市
等
と
の
協
定
は
。

⑤
一
斉
訓
練
の
㋐
意
義
と
効
果
は
。

㋑
秋
の
訓
練
と
の
相
違
や
今
後
の

展
開
は
。
⑥
高
齢
者
等
が
利
用
す

る
施
設
の
訓
練
や
設
備
は
。
⑦
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
今
後
の
対
策
は
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　

❶
各
視
点
を
欠
か
さ
ぬ
よ
う
記
載

し
て
い
る
。
❷
マ
ス
ク
の
配
備
な

ど
だ
。
❸
学
校
避
難
所
に
災
害
時

優
先
電
話
を
配
備
す
る
な
ど
だ
。

❹
㋐
74
件
締
結
し
、
随
時
見
直
し

等
を
し
て
い
る
。
㋑
通
信
訓
練
等

だ
。
㋒
研
究
し
て
い
く
。
❺
㋐
区

全
体
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
だ
。

㋑
秋
に
は
行
っ
て
い
な
い
訓
練
等

を
実
施
し
た
。
参
加
者
の
意
見
を

踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
に
実
施
し

て
い
く
。
❻
工
夫
し
た
訓
練
の
実

施
や
備
蓄
物
資
の
増
強
を
図
っ
た
。

❼
今
後
十
分
に
研
究
し
て
い
く
。

子
ど
も
施
策
に
つ
い
て

　

①
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
対
策
は
。

②
児
童
や
生
徒
に
よ
る
い
じ
め
対

策
会
議
等
の
取
り
組
み
は
。
③
メ

ー
ル
相
談
窓
口
の
整
備
を
。
④
小

中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
㋐
検
証
は
。

㋑
課
題
等
へ
の
対
応
は
。
㋒
受
け

た
生
徒
と
受
け
て
い
な
い
生
徒
の

高
校
で
の
違
い
は
。
⑤
通
学
路
の

点
検
結
果
と
対
応
は
。
⑥
子
ど
も

議
会
の
開
催
を
。
⑦
平
成
25
年
度

の
待
機
児
童
の
予
測
は
。
⑧
保
育

園
に
預
け
な
い
家
庭
へ
の
支
援
策

も
待
機
児
童
対
策
に
一
石
を
投
じ

る
の
で
は
。
⑨
紫
外
線
教
育
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。
⑩
教
育
現
場

等
で
の
紫
外
線
等
の
保
護
対
策
は
。

　

教
育
次
長　

❶
市
民
科
で
モ
ラ

ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
だ
。

❷
自
分
達
自
身
の
問
題
と
と
ら
え

ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。
❸
検
討

す
る
。
❹
㋐
３
年
間
取
り
組
ん
だ
。

㋑
保
護
者
等
へ
の
周
知
や
研
究
校

等
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
た
。

㋒
検
証
は
難
し
い
。
❺
94
か
所
改

善
が
必
要
で
、
25
年
度
に
完
了
予

定
だ
。
❻
区
議
会
で
の
方
向
が
固

ま
っ
た
ら
検
討
す
る
。
❾
行
っ
て

い
な
い
。
10
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　

❼
昨

年
よ
り
多
少
増
加
す
る
。
❽
交
流

や
相
談
等
を
充
実
さ
せ
、
不
安
の

解
消
や
負
担
感
の
軽
減
を
図
る
。

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

　

①
高
齢
者
施
設
の
整
備
計
画
は
。

②
老
人
保
健
施
設
整
備
へ
の
区
の

考
え
は
。
③
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

の
㋐
現
状
等
は
。
㋑
再
検
討
を
。

④
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て

㋐
認
識
と
評
価
は
。
㋑
高
齢
者
施

設
で
の
活
用
支
援
を
。
⑤
区
民
保

養
施
設
で
の
介
護
支
援
の
検
討
を
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❶
特
養

ホ
ー
ム
に
重
点
を
お
く
。
❷
あ
と

一
か
所
必
要
と
考
え
る
。
❸
㋐
高

齢
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
重
要
だ
。

㋑
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
❹
㋐
一

定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
㋑
施

設
の
判
断
で
取
り
組
む
べ
き
だ
。

❺
各
人
の
対
応
で
お
願
い
し
た
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

　

①
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ

ス
分
析
を
行
い
、
よ
り
調
べ
や
す

く
し
て
は
。
②
ク
レ
ー
ム
を
㋐
ど

う
処
理
し
て
い
る
の
か
。
㋑
全
庁

で
共
有
・
検
証
し
、
再
発
防
止
に

努
め
て
は
。
③
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
の
交
流
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
は
。

④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
の
納

付
な
ど
、
住
民
税
納
付
方
法
の
検

討
を
。
⑤
公
共
施
設
に
お
け
る
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
ス
ポ
ッ
ト
の

設
置
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

企
画
部
長　

❶
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
検
索
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
て
い
る
。
❷
㋐
各
職
場
で
内

容
等
を
記
録
し
、
共
有
化
を
図
っ

て
い
る
。
㋑
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
運

動
の
中
で
共
有
化
と
検
証
を
行
っ

て
い
る
。
❸
検
討
を
進
め
て
い
く
。

❹
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
し
て
い

く
。
❺
品
川
図
書
館
等
に
設
置
を

し
て
い
る
。
今
後
は
、
試
験
設
置

で
検
証
し
、
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

都
区
の
関
係
に
つ
い
て

　

①
今
後
の
都
区
の
あ
り
方
へ
の

意
気
込
み
等
と
、
検
討
会
再
開
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。
②
木
密
地
域

不
燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
都
区
連
携
は
。
③
中
小
企
業

対
策
に
お
け
る
区
の
工
夫
等
は
。

　

区
長　

❶
進
展
に
全
力
を
尽
く

し
、
検
討
会
の
再
開
に
努
め
る
。

❷
で
き
得
る
協
力
を
し
連
携
を
図

る
。
❸
都
の
融
資
制
度
に
比
べ
、

本
人
負
担
利
率
を
低
く
す
る
等
だ
。

須貝　行宏　議員（み・無）

国の経済対策に対して区長
の考えと区の景気対策は。

防
災
対
策
に
つ
い
て

石
田　

慎
吾　

議
員

（
民
・
改
）

議場に国旗・区旗を掲揚しました

品川区議会では、平成 25 年第 1回定例会より、本会議場に国旗・区旗を
掲揚しています。


